
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
     　 〈場の内容・ねらい〉   　　　     　　　〈生徒の意識〉           　〈指導・援助〉















日常活動


「係活動」


・自分が目指している姿に向けて、係活動に継続的に取り組むとともに、仲間の願いにもこたえていく。





「朝の会」


・今日一日の目標を確認するとともに、班の仲間の活動をいつどのように支えていくかを考える。



































「合唱」


・自分の力を精一杯発揮し、仲間とともに活動をつくり上げることの充実感を味わう中で、成長できた自分を実感し、仲間の大切さを感じることができる。





学級活動


「係活動の振り返り」


・２学期の終わりに向けて、精一杯活動をやりきることができるようにする。


・目指している姿の実現に向けて取り組めていることを確認する中で、仲間が協力してくれた事実を交流し、支え合えた姿を確認する。





道徳の時間


「背番号１０」内容項目２－（６）


・仲間の善意や支えを受け止め、感謝


の気持ちをもって行動することで心のつながりが得られることに気付き、自分にできることを考え、精一杯こたえていこうとする心情を育てる。





総合的な学習の時間


「地域の環境を守る」


・学級の柱となる活動を通して、地域の人が環境を守り続けようとしている思いや生き方に触れ、多くの人々に感謝の思いをもちこたえていくことができるよう、自らの生き方に生かすことができる。








毎日の授業


・係を中心に３分前着席・学習を行い、授業へ向かう姿勢づくりを自分たちの力で行うことができる。


・一人一人の意見を大切にし、どの仲間の意見もしっかりと聞き、反応することができる。


・教え合いを大切にし、仲間とともに学びあうことができる。








・２学期の始めに決めた、目指す自分の姿になれるように、最後まで自分の係をやりきりたい。　　　　


・班の仲間の係にも積極的に協力して、ともに動いていけるようにしていきたい。





・○○さんは、目指す自分の実現に向けて努力し、成果を出している。また、仲間の活動にも積極的に協力している。





・自分がこうして班長として頑張ることができているのも、よく考えてみると、自分の努力だけでなく、仲間の協力やこたえてくれたからだと思う。これからは、自分も仲間を支えたいし、支えにこたえで自分にできることに取り組みたい。





・上手くいかないときにアドバイスされても、素直に聞けないことがあったけれど、自分のことを思って陰で支えてくれていたことが分かった。これからは仲間に感謝し、こたえていきたい。





・係活動を通して成長できたのも仲間の支えや協力があったからだ。そんな仲間を大切にしていきたい。授業においても、仲間の話をしっかりと聞いたり、進んで教え合い活動に取り組んだりしながら高め合っていきたい。





・朝の会では、どのように係活動をやりきるかを確認するとともに、班員が係を支える場面を明らかにすることで、互いが協力する姿を生み出す。帰りの会では、互いの姿を確認することで、支えられていることを実感できるようにする。





・仲間同士が係活動を支えている姿を紹介することで、自分も支えられている場面があることに気付かせる。





・仲間の支えに感謝し、自らこたえていこうとする主人公の姿から、自分にできることを考え、精一杯取り組むことでついて考えさせ、仲間から認められ、支えられてきたことに感謝し、心のつながりを実感していることに浸らせる。








・活動に行き詰まりを感じている生徒には、乗り越えた仲間の成長ぶりやそのときの思いを紹介することで、仲間から支えられていることについて見つめられるようにする。





・仲間との交流や教え合いをとおして、学習への理解を深めたり、表現活動を高めたりすることができることを実感できるようにすることで、仲間とのよりよい人間関係づくりに結び付ける。





帰りの会


「合唱練習の振り返り」


・２学期のやりきり活動(係活動)を振り返る。









